
報道資料 

令和３年７月 20 日 

 京 丹 後 市 役 所 

 

本市は、これまで取組みを進めてきた「新シルク産業創造事業」の基礎研

究の成果を活用した新たなビジネスモデルの構築を担う民間事業者をプロポ

ーザル方式により選定しました。国内産シルクの付加価値と民間事業者のノ

ウハウを融合し、京丹後産の繭を活用したシルク関連産業の新時代を創造し

ます。 

 

＜受託候補者＞ 

ながすな繭株式会社（京都府京丹後市網野町網野 363-1） 

 

＜業務の概要＞ 

◇業務名称：京丹後市新シルク産業創造事業業務委託  

◇業務内容：⑴研究成果を活用した新産業の創出に関する業務 

       ⑵創造館の施設・設備の維持管理に関する業務 

◇業務期間：令和３年８月１日から令和８年３月３１日まで 

◇業務委託料（予定額）：71,601,000 円 

 

◎主な企画提案の内容（ながすな繭株式会社） 

■ 養蚕事業（無菌周年養蚕・遺伝子組み換え蚕） 

   第１期計画（受託開始～令和4年度末）と第２期計画（令和5年度以降）

に分け、市からの手法・技術移転の進捗度に応じて養蚕規模の拡大、高

品質な生糸を生産可能な繭の飼育を実施 

   第１期：京丹後産の商業的養蚕体制の整備、品質の安定化 

   第２期：飼育規模の拡大、高付加価値な養蚕の実施  

  

■ 自主企画事業 

   生産繭の有効活用、市内シルク産業の活性化、繊維のみに限らずシル

クの素材を活かした関連事業を展開。 

  ＜主な計画＞ 

   ・新シルク産業創造事業の情報発信及び市内シルク関連事業者と都市 

    部の連携強化 

   ・医療、工業用シルク製品などでの利用法の研究、開発 

   ・サナギ等の副産物の食品その他分野での利用推進 

民間事業者と本格的に連携し 

「京丹後市新シルク産業創造事業」が新たなステージへ 

～京丹後産の繭から生糸とシルクを核とした新しいビジネス

モデルの導入によりシルク産業の新時代を創造～ 



◎新シルク産業創造事業について 

 「無菌周年養蚕による生糸の大量生産」と「繭、シルクの素材としての機

能性」に着目し、川上から川下までの関連産業及び大学等学術研究機関の一

貫した集積と連携を促進し、将来に向って国内の絹（シルク）産業の付加価

値向上による創生を目指す。 

●平成 26 年５月  

「新シルク産業創造事業」が全国の中で

も国の「地域活性化モデルケース」６提案

の一つに選ばれ首相官邸で関係閣僚へ概

要報告するなど注目を集める 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●平成 27 年度～平成 28 年度 

閉校した小学校を「京丹後市新シルク産業創造館」として整備 【別紙参照】 

※国から日本の絹織物、絹・シルクの再生、復活につながる事業との評

価を得て、約４億円の設備整備費のうち、地域再生戦略交付金（約２

億円）の支援を受ける。 

名  称 京丹後市新シルク産業創造館 

所 在 地 京都府京丹後市弥栄町溝谷１６８番地 

設置条例 京丹後市新シルク産業創造館条例（令和３年京丹後市条例第１２号） 

設置目的 

シルクに関する研究と事業化を行う企業等を支援・育成し、シルク関

連産業をはじめとする多様な産業の集積を図るとともに、シルクに関

する情報発信等を行うことを目的とする。 

施設概要 
飼育室・クリーンルーム（３室）、人工飼料製造室、実験室（４室） 

上そく室（２室）、研究室（４室）、会議室等 

首相官邸において概要報告 



●平成 29 年度～令和 2 年度 

京都工芸繊維大学との連携の下、室内での無菌周年養蚕技術及び、この

技術を応用した遺伝子組換え蚕の飼育に関する基礎研究を実施 

 

【基礎研究の成果】 

・施設設計上の上限とされる、1 サイクル 20 万頭の大量養蚕を実施し、

当該施設における無菌周年養蚕の手法を確立 ⇒ 生産性の向上 

 

・遺伝子組換蚕の飼育について、確立した大量飼育の手法が応用できるこ

とを確認 

 

 

◎受託候補者の概要 

会 社 名 ながすな繭株式会社 

所 在 地 本社：京都府京丹後市網野町網野３６３－１  

     高橋工場：京都府京丹後市網野町高橋６３１番地 

 代 表 者 代表取締役 永砂 修 

 設  立 平成１４年 8 月５日 

 資 本 金 30,820 千円（資本準備金 9,820 千円） 

 事業内容 絹タンパク（セリシン・フィブロイン）の研究・開発 

      絹タンパク（セリシン・フィブロイン）による自社製品の企画・ 

      開発・販売 

      繊維精練機械及びその付属器具類の製造販売 

 株  主 個人株主、宇部興産株式会社 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問合せ先】 

京丹後市商工観光部商工振興課絹業係 

電 話 0772-69-0440 

ＦＡＸ 0772-72-2030 

E-mail shokoshinko@city.kyotango.lg.jp 
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【公的事業の受託者としての姿勢】

年間飼育頭数:50万頭
収穫繭量:750㎏
繭層重量:150㎏
飼育コスト:40％低減
経糸などに使用可能な
繭糸の生産

HPの開設
連携紹介件数:5件/年
繊維不適合繭やサナギなど
の副産物の利用ルート構築

施設が有する機能の
維持

【確実な事業運営】

［新シルク産業創造事業の課題］

［養蚕事業］
商業的体制の整備
品質の安定化

［スケジュール］

①商業的頭数の生産
②コストダウン
③付加価値性のある繭の生産

2021
2022

2025

1. PDCAマネジメント・サイクルの実行
2. 予実・目標管理
⇒体制整備・定期ミーティング・対策の検討実施

当社ノウハウ・資源（＝強み）

世の中の多様なニーズをとらえ、シルクで答える。シルクを使えば
使うほど、良いことが循環していく仕組みづくりに取り組む。

方針
・顧客の製品価値を高める養蚕の実施
・自社ノウハウと組み合わせた無駄のないシルクの利用展開
・多様な人材、企業との連携による産業活性
・中心拠点となるべく、適切な施設管理

【基本理念】

・品質安定化のため
体制整備

・設備機器の検証
・広報体制の構築

・50万頭養蚕
・飼育コスト40％低減
・外部企業の連携 5件/年
・経糸に使用可能な糸の生産

【概略図】新シルク産業創造館事業における業務の実施方針
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【概略図】①研究成果を活用した事業化の検討に関する業務計画１

［養蚕事業］製品価値を高める養蚕

・新シルク産業創造事業の情報発信と連携促進
・医療用・工業用シルク加工品など糸以外での利用法の研究、開発
・サナギなどの副産物の食品利用
・新シルク産業創造ネットワークの構築

第一期計画:商業的養蚕体制の構築
品質の安定化

第二期計画:飼育頭数の拡大
付加価値性の高いカイコの安定生産
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【概略図】①研究成果を活用した事業化の検討に関する業務計画２
［養蚕事業］

・商業利用可能な頭数飼育
・用途に合ったコストダウンと品質安定化
・生産繭の高付加価値化と出口の明確化
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